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⚫ 自閉症・情緒障害特別支援学級（情緒固定）とは、全般的な知的発達

の遅れはないが、自閉スペクトラム症や情緒障害（選択性かん黙等）

により、通常の学級での指導ではその効果が十分に現れにくい児童・

生徒を日常的に指導する学級です。

⚫ １学級８名以内の小集団のなかで、情緒の安定やコミュニケーション

能力の育成を目指します。学年相応の教科学習を行いながら、個々の

特性や状態に応じた集団適応や対人関係の安定を図り、社会参加に向

けた資質を養うため自立活動の指導を実施します。

学級概要について
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（１）小学校：令和８年４月石浜小学校

（２）中学校：令和９年４月御徒町台東中学校 (開設当初は１学級を想定)

＊ 開設当初は１学級を想定しています。

設置予定校及び設置時期について
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⚫ 特別支援教室では、通常の学級に在籍し、週１～２回程度、発達障害

等（診断の有無にかかわらず、疑いや傾向を含む）による学習上又は

生活上の困難を改善・克服するための指導を受けます。

⚫ 自閉症・情緒障害特別支援学級では、特別支援学級（固定学級）に在

籍し、日常的に１学級８名以内の小集団で指導を受けることができま

す。なお、情緒固定では特別支援学級（固定学級）に在籍することに

なるため、現在の在籍校から設置校への転学が必要です。

特別支援教室との違いについて
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石浜小学校の教室環境について

⚫ 石浜小学校では、既存の教室内に可動式間仕切りを設置し、特別支援

学級の教室(２教室分)、クールダウンスペース及び職員室を整備しま

した。

⚫ パーテーションやホワイトボード等の備品を購入し、自閉スペクトラ

ム症等のある児童が見通しをもって円滑に活動できる環境を整えてい

ます。
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御徒町台東中学校の教室環境について（予定）

⚫ 御徒町台東中学校は令和９年９月から大規模改修工事を予定しており

ます。そのため、令和９年４月は現校舎内（既存の多目的室）にて学

級を設置し、改修工事の開始に伴い、令和９年９月から１０年１２月

まで仮校舎（旧柳北小学校・浅草橋５－１－３５）で学級運営を行う

予定です。状況に応じて、学級運営に必要な環境を整備していく予定

です。
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▲ 令和９年９月～ 仮校舎（１階）のイメージ

情緒固定
（多目的室内）

▲ 令和９年４月～ 現校舎（１階）のイメージ
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入級基準
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⚫ 以下の（１）、（２）の両方に該当する児童・生徒

（１）知的発達の遅れがなく、①または②に該当

①自閉症又はそれに類するもので、他人との意思疎通及び対人関係の

形成が困難である程度のもの。

②主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもので、社会生

        活への適応が困難である程度のもの。

（平成２５年１０月４日付２５文科初第７５６号文部科学省通知に基づく）

＊主たる障害が自閉スペクトラム症や情緒障害（選択性かん黙等）で

あること（医師の診断書が必要）

【重要】入級基準について
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⚫ 以下の（１）、（２）の両方に該当する児童・生徒

（２）①または②に該当

①台東区立学校の特別支援教室で指導を受けているが、課題の改善が

困難であるもの。

②通常の学級や知的障害特別支援学級からの転学が適当であると、

台東区教育委員会が判断したもの。

【重要】入級基準について
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［参考］校内支援から情緒固定までの支援イメージ

＊ 在籍校の校内委員会において支援方法を段階的に検討し、効果的な支援方法が見いだせていること 12



① 就学予定者（新小学校１年生）は、学校における学習上又は生活上の

困難さ等を把握することができないため対象となりません。入学後、

学校にご相談ください。

② 通学中の安全性等を考慮し、小学生は原則保護者等による送迎が必要

です。

③ 主たる障害が限局性学習症（学習障害・ＬＤ）や注意欠如・多動症

（ＡＤＨＤ）の場合は、特別支援教室で指導を行います。

【重要】入級基準にかかる留意点について①～③
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④ 不登校の主たる要因が、自閉スペクトラム症や情緒障害（選択性かん

黙等）による困難さの場合は対象となり得ます。ただし、全く登校実

績がない等の理由により学校での学習・生活状況を把握できない場合

は、入級適否の判断ができないことから、対象外となることもありま

す。

⑤ どの児童・生徒も安心・安全に学べる学級とするため、多動や他害行

為がある場合は医療と連携（服薬、療育、カウンセリング、リハビリ

等）していることを前提とします。また、状態によっては対象外にな

ることもあります。

【重要】入級基準にかかる留意点について④～⑤
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入級基準の主な確認方法について

入級基準 主な確認方法

（１） 知的発達の遅れがなく ・ＷＩＳＣ知能検査結果報告書

（１）① 自閉症又はそれに類するもの

・医師の診断書

（１）②
主として心理的な要因による選択性かん黙等

があるもの

（１）①
他人との意思疎通及び対人関係の形成が困難

である程度のもの
・在籍校及び保護者からの提出書類

（様式１～６等）

・行動観察

・保護者面談

・専門家の意見聴取

（医師・教育・心理） ほか

（１）② 社会生活への適応が困難である程度のもの

（２）①
台東区立学校の特別支援教室で指導を受けて

いるが、課題の改善が困難であるもの

（２）②

通常の学級や知的障害特別支援学級からの転

学が適当であると、台東区教育委員会が判断

したもの 15



審議方法について

⚫ 審議については、医師の診断書、ＷＩＳＣ知能検査の結果報告書、在

籍校及び保護者からの提出書類、行動観察、保護者面談等に基づき、

教育学・医学・心理学等の観点から「転学相談委員会（自閉症・情緒

障害特別支援学級）」において総合的に行います。

⚫ 審議の結果、他の支援が適当とされる場合もありますのでご了承くだ

さい。
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転学相談
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⚫ 別紙を使ってご説明いたします。

恐れ入りますが、別紙の転学相談の流れ（自閉症・情緒障害特別支援

学級 開設のお知らせの裏面）をご覧ください。

転学相談の流れについて
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⚫ 原則２年以内（申込する年度の４月１日を起点とする）のＷＩＳＣ－

ⅤまたはⅣの結果報告書をご提出ください。必要に応じて学務課等で

再受検をしてもらう場合があります。その際は学務課より在籍校に連

絡をします。なお、未受検の場合は学務課にご相談ください。

ＷＩＳＣ知能検査の結果報告書について
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⚫ 児童・生徒名、診断名（主たる障害が自閉スペクトラム症や情緒障害

（選択性かん黙等）であること）、作成年月日、病院名、診療科目名、

主治医名、服薬がある場合は服薬内容について確認できれば様式は問

いません。原則１年以内（申込する年度の４月１日を起点とする）の

診断書をご提出ください。

医師の診断書について
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⚫ 自閉症・情緒障害特別支援学級は特別支援学級（固定学級）のため、

在籍するためには現在の在籍校から設置校（石浜小学校、御徒町台東

中学校）への転学が必要です。なお、転学時期は申込の翌年度４月１

日です。原則、年度途中の転学はできません。

⚫ 転学をご希望の場合は、＊５月１日（金）～６月３０日（火）までに

在籍校にご相談ください。事前相談や本申込にあたってはＷＩＳＣ知

能検査の結果報告書及び医師の診断書が必要です。

＊中学校の就学相談も同じく６月３０日（火）まで

＊小１・中１は、「事前相談」は９月４日（金）まで

⚫ 事前相談や本申込をいただいても審議の結果、他の支援が適当とされ

る場合もありますのでご了承ください。

【重要】転学相談の確認事項まとめ
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保護者向けご案内・Ｑ＆Ａについて
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04
学習及び指導内容
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⚫ 基本的に通常の学級と同様の教育課程のため、通常の学級と同じ教科

書を使って学年相応の授業を行いますが、一部、障害特性に応じた

「自立活動」に替えて実施します。また、教科によっては、通常の学

級の児童と一緒に「交流及び共同学習」として学習することを想定し

ています。

⚫ 「自立活動」とは、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服

するための教育活動のことです。例えば体の動かし方や話し方、友達

と仲良くする方法、自分の気持ちを落ち着かせる方法などを学びます。

学習及び指導内容について
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Q 異なる学年が在籍することで授業内容はどのように進みますか？

A 時間割を調整し、通常の学級の授業に参加することや、授業の流れを

工夫したり、複数の教員で指導したりすることで、個々に応じた指導

を実施します。

Q 「交流及び共同学習」はどのように行いますか？

A 各教科や自立活動の指導で獲得した力を通常の学級との「交流及び共

同学習」の中で発揮できるよう、児童の障害の状況、興味・関心、発

達の段階、本人の集団適応の状態を十分に考慮し、安全に活動できる

内容を設定します。

学習及び指導内容等にかかるＱ＆Ａ①
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Q 行事や校外学習などはありますか？

A 行事や校外学習は、通常の学級の児童と一緒に「交流及び共同学習」

として行うことを想定しています。児童の障害の状況等を考慮し、参

加方法を検討します。

Q クラブ活動や委員会活動には、どのように参加しますか？

A 参加の内容は個々の状況に応じて取り組むことになります。

Q 評価はどのように行われますか？

A 原則として通常の学級と同様に評価を行う予定です。

学習及び指導内容等にかかるＱ＆Ａ②
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Q 卒業後の進路はどのようになりますか？

A 一人ひとりの障害の状態や特性を踏まえ、進学先の希望に応じて、中

学校の就学相談や高校の進路指導を行うことを想定しています。

Q 教職員は何人配置されますか？

A １学級（８名以内）の場合、東京都から教員２名が配置されます。ま

た、必要に応じて、講師や特別支援教育支援員の配置も検討します。

学習及び指導内容等にかかるＱ＆Ａ③
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～ おわりに ～

本日は説明会にお越しいただき、
ありがとうございました。

ご不明な点等ありましたら、
学務課特別支援教育担当（情緒固定担当）
（電話：５２４６－５８３８）までご連絡ください。
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